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国
の
支
援
制
度
は
罹
災
証
明
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
家
屋
の
経
済
的
損

害
が
５
０
％
以
上
で
全
損
と
な
り
３

０
０
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
大
規

模
半
壊
は
４
０
％
以
上
で
２
５
０
万

円
が
。
半
壊
は
原
則
対
象
外
で
す
。

そ
の
他
各
自
治
体
の
支
援
金
や
市
町

村
で
応
急
修
理
費
が
で
ま
す
。
現
在

罹
災
証
明
の
発
行
が
か
な
り
遅
れ
て

い
て
被
害
者
の
方
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
別
表
を
参

考
に
し
て
下
さ
い
。 

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 

地
震
保
険
の
あ
り
方 

 大塚教授の相談シリーズ 

   

  

 

  

  
 地震保険は「保険」なのでしょうか？ なんとも奇抜な疑問のように聞こえます。「保険」

と名がついているのですから保険に決まっている、という声が聞こえてきそうです。 

答えは、「保険であるが、保障でもある」。なんだそりゃー？  

保障というのは、政府が行う公共政策の一つという意味です。地震保険は民間保険会社

が負う地震保険責任を政府が再保険し、再保険金の支払いを行うために地震再保険

特別会計において区分経理しているのです。 

しかし、注意しておきたい点が一つ。地震保険は公共政策の一環ですが、地震保険に加

入し保険料を納めていなければ保険金を受け取ることはできません。加入者のリスクを明

確に「計算」することによって、それぞれの負担＝保険料を決めるからです。この点において

は地震保険は「保険」です。 

公共政策だからと言って、「まぁ、国がなんとかしてくれるでしょ」という安易な考えは誤り

なのです。保険は加入者ひとりひとりがしっかりとリスクを意識しないと成り立ちません。新

潟地震の時に田中角栄が大蔵大臣在職の時に作られた地震保険、今年５０年目を迎えま

す。地震という「リスク」を皆さんがしっかりと意識して認識しましょう。 

 
熊
本
地
震
被
害
に
遭
わ
れ
た
方 

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

熊
本
地
震
に
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

４
月
１４

日
の
前
震
と
１６

日
の
本

震
と
二
度
に
渡
る
被
害
、
そ
の
後

の
余
震
で
気
が
休
ま
ら
な
い
中
、

今
度
は
豪
雨
被
害
と
ま
さ
に
大
変

な
状
況
下
で
復
興
に
も
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
状
況
で
は
な
い
か
と
推

測
い
た
し
ま
す
。 

熊
本
地
震
の
支
払
は
３
千
億
円

を
超
え
ま
し
た
。 

 

 

地
震
保
険
で
は
「
７２

時
間
以
内

に
発
生
し
た
二
回
以
上
の
地
震
は

同
一
」
と
判
断
さ
れ
る
の
で
す

が
、
今
回
は
一
緒
に
同
一
の
被
害

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
の
時
よ
り
も
事
故
調
査

や
保
険
金
支
払
い
の
方
法
も
進
化

し
て
い
ま
す
。
弊
社
取
扱
の
一
部

保
険
会
社
の
方
の
お
話
で
は
、
ア

イ
パ
ッ
ド
を
使
い
、
そ
の
場
で
被

害
個
所
数
を
入
力
し
た
ら
、
全

損
・
半
損
・
一
部
損
と
認
定
さ
れ

保
険
金
を
保
険
料
引
落
口
座
に
振

込
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
震
災
に
関
係
の
な
い
一
般

的
な
自
動
車
事
故
等
の
損
害
査
定

は
北
海
道
を
含
め
た
他
の
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
、
現
地

で
は
災
害
補
償
、
支
払
に
専
念
さ

せ
る
体
制
を
組
ん
で
い
ま
す
。
既

に
３
千
億
円
を
超
え
る
保
険
金
の

支
払
い
が
済
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

損
害
は
阪
神
大
震
災
の
４
倍
、
東

日
本
の
１
／
４
の
規
模
と
思
わ
れ

ま
す
。 

 

こ
れ
と
は
別
に
、
今
回
も
い
ろ

い
ろ
な
課
題
が
浮
か
ん
で
い
ま

す
。
オ
ー
ル
リ
ス
ク
と
言
わ
れ
た

車
両
保
険
な
の
に
地
震
で
の
損
害

で
は
支
払
わ
れ
な
い
と
は
？
国
の

労
災
保
険
は
認
定
さ
れ
る
方
向
な

の
に
、
傷
害
保
険
で
は
天
災
事
故

担
保
が
つ
い
て
な
い
と
支
払
わ
れ

な
い
と
か
？
私
達
保
険
代
理
店
の

説
明
責
任
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
一
方
で
、
ご
自
身

が
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
避
難
所
を
駆
け
巡
り
お

客
様
の
た
め
に
保
険
金
の
支
払
い

の
手
続
き
に
奔
走
し
た
り
、
相
談

に
乗
っ
て
い
る
地
域
の
代
理
店
が

い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
私
の
友
人
も

自
宅
家
屋
が
全
損
し
て
い
る
の
に

関
わ
ら
ず
、
車
に
泊
ま
り
こ
み
被

害
者
を
巡
っ
て
い
る
状
況
で
し

た
。 

地
震
保
険
は
家
財
に
も
つ
け
ま

し
ょ
う
！ 

 

ご
自
身
が
加
入
す
る
一
般
の
地

震
保
険
（
自
助
）
と
国
が
認
定
す

る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
（
共

助
）
の
違
い
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
地

震
保
険
は
保
険
金
額
を
限
度
に
全

損
・
半
損
・
一
部
損
の
３
段
階
で

支
払
わ
れ
ま
す
。
今
回
も
家
財
の

地
震
保
険
で
の
損
害
は
ほ
と
ん
ど

一
部
損
以
上
で
、
建
物
損
害
に
比

べ
早
く
支
払
認
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
建
物
だ
け
で
な
く
家
財

に
も
必
ず
地
震
保
険
を
お
付
け
下

さ
い
。 

 

石
垣
の
専
門
家
の
穴
太
衆
（
ア
ノ

ウ
シ
ュ
ウ

）
と
は
い
か
な
い
ま
で
も

昔
と
石
の
積
み
方
が
違
う
の
で

し
ょ
う
ね
。
熊
本
城
は
何
度
も
地

震
に
よ
る
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す

が
、
細
川
忠
利
の
時
の
１
６
４
２

年
に
破
損
し
て
い
た
天
守
閣
を
大

修
理
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
西
南

戦
争
の
時
に
不
審
火
か
ら
天
守
閣

は
全
焼
し
ま
し
た
。
現
在
の
天
守

閣
は
戦
後
の
昭
和
３５

年
に
市
民
の

寄
付
等
に
よ
り
鉄
骨
で
復
元
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

重
要
文
化
財
の
五
層
の
第
三
の

天
守
と
言
わ
れ
る
宇
土
櫓
は
一
部

被
害
が
あ
る
も
の
の4

0
0

年
前
の
姿

で
健
在
で
す
。
熊
本
城
も
時
間
は

か
か
る
で
し
ょ
う
が
壮
大
な
城
が

復
元
さ
れ
、
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
ま
た
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
る

日
が
や
っ
て
く
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。 

   

 

  

歴
史
好
き
な
私
は
何
度
も
熊
本

城
に
行
き
ま
し
た
。
大
阪
・
名
古

屋
と
共
に
日
本
三
大
名
城
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
（
江
戸
城
は
別
格
扱

い
）
。
他
に
５
つ
の
国
宝
や
現
存

十
二
天
守
閣
が
有
名
で
す
。
今
回

の
崩
壊
は
本
当
に
残
念
に
思
い
ま

す
。
最
後
に
足
を
運
ん
だ
の
は
平

成
21

年
の
８
年
前
の
本
丸
御
殿
が

完
成
し
た
翌
年
で
、
大
名
御
膳
を

頂
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
熊
本

城
は
１
６
０
７
年
に
築
城
の
名
人

加
藤
清
正
が 

落
成
さ
せ
ま
し

た
。
武
者
返
し
の
高
石
垣
は
朝
鮮

出
兵
の
時
の
蔚
山
城(

ウ
ル
サ
ン
ジ
ョ

ウ
）

等
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た

と
か
？
櫓
の
数
は
約
６０

で
江
戸
城

の
ほ
ぼ
倍
に
な
り
、
日
本
最
大
で

す
。
少
し
ず
つ
内
堀
内
の
門
や
櫓

（
ヤ
グ
ラ
）

を
復
活
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
、
平
成
１７

年
に

完
成
さ
せ
た
５
層
の
飯
田
櫓
の
石

垣
が
ほ
と
ん
ど
が
崩
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

地震保険で支払われる保険金 

 

 

 

 

 

 

 

損害の程度を上記３分類に判別し、実際の修理額ではなく、 

ご契約の地震保険金額の一定割合を定額でお支払する保険です。 

損害状況の判定は、建物・家財で別々に定められています。 

損害の状況 支払われる保険金額 

全損 地震保険金額の１００％(時価が限度) 

半損 地震保険金額の５０％(時価が限度) 

一部損 地震保険金額の５％(時価が限度) 

被災者生活再建支援金 

罹災証明書 

全壊 

(家屋の経済的損

害が50%以上) 

大規模半壊 

(同40%以上50％

未満) 

半壊 

(同20%以上40%

未満) 

一部損壊 

(同20%未満) 

 

支援金 

最大250万円 原則対象外 

－  最大300万円  ※やむを得ない事由により解体 

した場合は全壊と同様 

※単身世帯の場合、それぞれ3／4相当額になります。 

 

大塚教授：現在は早稲田大学大学院法務研究科の教授です。担当ゼミは会社法ゼ

ミ・ 保険法ゼミ担当科目は主に会社法・保険法・信託法大学院やロースクール

でも活躍されています。所属は早稲田大学大学院法務研究科 

弊社のアドバイザーをお願いしています。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RimU.DdnNXHCIAFREdOfx7/SIG=132b80me8/EXP=1467271171/**http%3a/blogimg.goo.ne.jp/user_image/21/0e/cfde4010123c359dcefbf05f45bcd782.jpg
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編
集
後
記 

 

今
年
の
夏
は
暑
そ
う
で
す
ね
！ 

 
 

 

さ
あ
夏
本
番
、
こ
の
新
聞
が
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
梅
雨

明
け
宣
言
が
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？ 

 

ど
う
ぞ
体
調
管
理
に
は
十
分
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

大
藪
保
険
は
お
盆
休
み
は
い
た

だ
き
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
は
交
代

で
夏
休
み
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

随
時
誰
か
は
出
社
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

   
 暑

中 

お
見
舞
い 

申

し

上

げ

ま
す
！ 

 

やぶやぶにゅうすの感想、大薮保険の感想をお寄せください。 office@yabuyabu.com  

  

       

  

 

  

 

 
 

 大藪保険のホームページを新しくしています。 

 そこで看板犬のすももちゃんもウン年ぶりに出勤しました。 

行徳から荻窪まで朝の８時５０分に三鷹行きに乗りました。 

結構混むんですよ、すももをペット用のバッグに入れて４号車の隅に立ちました。た

だ押し込んでも顔を出したがりますので、バックから顔が出ている状態です。 

 緊張するすもも、本当は緊張している私、でも飼い主が緊張するとわんこに伝わっ

て緊張しパニックを起こすことも、すももは快速に遭遇するたびに電車が揺れ、その

度に鼻の頭をペロペロします。これってわんこが緊張状態にあり落ち着こうとする現

象です。 その度に「すもも大丈夫だよ！」と何度もアイコンタクト、赤ちゃんをあ

やすようにお尻をトントンしてやり落ち着かせました。移動にはペット用のバックに

入れて、 犬が嫌いな人も中にはいるでしょうから、電車は気を使います。 

 一言もワンと言わず、ほぼ満員状態の車内ですももに気ずいた人は門前仲町までは

０でした。ほとんどの人が、「寝る」「スマホをいじる」「新聞、文庫本を読む｣状態

なのであまり気にとめていないのでしょうか。 

 門前仲町で気が付いたサラリーマン風な男の人はスマホから目を離した時に気が付

いたようで、あれ？って顔してました。この時点で車両内の「気が付き度1％」まあ私

も通勤時の車内でわんこはほとんど見かけませんからね。想定内の反応。 

 九段下から車内はぐっと乗客が減り私達も座りました。乗客が減ると目だって「気

が付き度30％」かな？お嬢さんが微笑でくれたり、お子さんがワンワンと言ったり、

中野からは気が付き度50％、お隣に座った方がぬいぐるみかと思ったわ（怖いだろう婆

ちゃんがぬいぐるみ抱っこしていたら）家の娘も飼っているんですよ、と話しかけ率も大幅

にアップしました。「気が付き度80％」でしょうか？ 

 荻窪でエスカレーターで降りる時も「あら？」と笑いかけてくれたり、手を振って

くれたり、荻窪の人はペット好きの方が多いわ、「気が付き度100％！」無事に撮影も

終了！すももちゃんお疲れ様でした。人間のママも疲れました。 （杉山編集長） 

 

  

 

こ
の
飼
い
主
の
方
、
く
る
み

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
葉
山
の
海
辺

に
散
歩
に
車
で
連
れ
て
行
っ
た

り
、
可
愛
い
バ
ッ
ク
や
チ
ョ
ー

カ
ー
が
あ
る
と
聞
く
と
自
由
が
丘

や
日
本
橋
ま
で
お
買
い
物
に
、
編

集
長
も
負
け
ま
す
。
伺
っ
た
時
も

わ
ん
こ
用
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に

入
れ
て
く
る
み
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ

し
て
お
茶
を
い
れ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

 

姉
妹
で
お
住
ま
い
の
お
客
様
で

す
が
、
あ
ま
り
の
可
愛
さ
で
取
り

合
い
に
な
る
の
で
、
も
う
一
匹
わ

ん
こ
を
飼
う
そ
う
で
す
。 

 

 

そ
し
た
ら
ま
た
会
い
に
行
っ
て

皆
様
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
ね
。 

   

大
藪
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は 

ペ
ッ
ト
保
険
を
扱
っ
て
い
ま
す
。 

わ
ん
こ
・
に
ゃ
ん
こ
の
飼
い
主
の

皆
様
お
問
合
せ
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！ 

 
 

 
 

（
ペ
ッ
ト
担
当
杉
山
ま
で
） 

 

左
の
表
は
編
集
長
の
車
で
す
。 

ア
ク
ア
一
般
的
な
車
で
す
。
ど

う
で
し
ょ
う
？
２０

等
級
で
す
し
、
車

種
、
年
齢
条
件
で
保
険
料
は
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
検
討

の
余
地
有
で
す
。 

特
に
今
回
の
熊
本
地
震
の
カ
ー

ポ
ー
ト
が
壊
れ
車
が
損
害
を
受
け

た
写
真
を
数
多
く
見
ま
し
た
が
、

地
震
に
よ
る
損
害
は
一
切
出
ま
せ

ん
か
ら
、
甲
社
の
自
動
車
保
険

だ
っ
た
ら
保
険
金
が
出
る
の
に

な
？
っ
て
思
い
ま
し
た
。 

  

車
両
保
険
を
付
け
て
い
て

も 

 

地
震
に
よ
る
損
害
に
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。 

   

弊
社
は
多
く
の
保
険
会
社
の
販
売

代
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
車
両
保
険

は
一
般
条
件
に
し
て
お
く
と
オ
ー
ル

マ
イ
テ
ィ
の
事
故
に
対
応
で
き
る
保

険
で
す
。
た
だ
し
地
震
に
よ
る
損
害

に
は
対
応
出
来
ま
せ
ん
。
地
震
に
も

対
応
出
来
る
物
、
地
震
担
保
特
約
が

あ
り
ま
す
が
こ
の
特
約
を
付
け
て
も

５
０
万
円
し
か
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
全
損
の
み
で
す
。
甲
保
険
会

社
で
は
付
保
し
た
車
両
保
険
金
額
が

そ
の
ま
ま
支
払
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
噴
火
や
津
波
で
も
同
じ
よ
う
に
で

ま
す
。 

 
 

                     

 

 

 

弊
社
で
は
ご
希
望
が
あ
る
方
に

付
保
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

震
災
を
機
に
車
両
の
一
般
条
件
を

付
け
て
い
る
方
に
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
 

 

甲
社
の
地
震
で
も
支
払
わ
れ
る

車
両
保
険
と
一
般
の
車
両
保
険
を

比
較
し
て
み
ま
し
た
。
ご
参
照
く

だ
さ
い
。 

 

首
都
圏
直
下
型
地
震
が
い
つ
来

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

情
報
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す 

地
震･

津
波
に
も
対
応
出
来
る 

 
  
 
 
 
 

自
動
車
保
険
が
あ
り
ま
す
！ 

車名 アクア 

用途車種 自家用小型乗用車 

 甲保険会社 乙保険会社 

保険料 72,710円 71,610円 76,610円 

車両保険

の種類 

一般条件＋ 

“地震･噴火･津波危険 

「車両損害」補償特約付” 

一般条件 

一般条件＋ 

“地震･噴火･津波 

危険車両全損時 

一時金特約付” 

損害の原因 

電柱・建物等、自動

車以外との衝突・接

触 
当て逃げ 転覆・墜落 

車対車の 

衝突・接触 
火災・爆発 

一般条件 ○ ○ ○ ○ ○ 

車両危険限定 × × × × × 

損害の原因 盗難 台風・洪水・高潮 
窓ガラス破損 

いたずら 
物の飛来・落下 地震・噴火・津波 

一般条件 ○ ○ ○ ○ × 

車両危険限定 ○ ○ ○ ○ × 

地震･噴火･津波危険「車両損害」補償特約なら通常の車

両保険で補償されない「地震もしくは噴火およびに

これらによる津波によって生じた損害」に対して

も、保険金をお支払します。 

 

や
ぶ
や
ぶ
わ
ん
こ 

 
 

ご
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 
 

テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
プ
ー
ド
ル
の 

８
ヶ
月
の
男
の
子
で
す
。 

 

テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
と
は
ま
さ
に
こ

の
子
な
の
ね1

.8
5

グ
ラ
ム
と
て
も

小
さ
く
て
可
愛
い
子
で
す
。 

こ
の
体
で
お
も
ち
ゃ
を
投
げ
る

と
飛
ん
で
行
く
よ
う
に
走
る
の
で

す
。
見
て
き
た
よ
う
に
書
く
？
実

は
編
集
長
根
っ
か
ら
の
動
物
好
き

で
し
て
、
お
宅
ま
で
取
材
に
行
き

ま
し
た
。 
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